あっさり 端折って、 とど 助。 

居酒屋の 新 店 を さがして 歩く ようで は、 どのみ ち あ 

まり ぱっとし ない 証拠。 

辻 駕籠 を はじめて からもう 半年 近くになる が、 いつ 

ヽ. * ん がおう まう 

こう 芽が 出ない というの も、 いわば 因果応報。 アコ 長 

せんな リ びょうたん うま じる し 

の ほう は、 先刻 ご 承知の 千 成 瓢簞の 馬 印の ような 奇 

みのた けばつ ぐん ようぼう か い い 

妙な 顔。 とど 助の 方 は、 身長 抜群に して 容貌 魁偉。 大 

眼 玉の 髭ッ 面。 これで は 客が 寄リ つきません。 

江戸 一 の 捕物の 名人と もあろう ものが、 開店 祝いの 

祝儀 酒 を 狙う までに さがった つての も、 またもって、 

やむ を 得ざる にいず る。 



「わ ァ、 それ は、 誠に 恐縮」 

としかさ 

年嵩な 中間が、 

「 …… 友達が いに あっしから ご 披露もう します。 この 

とうど 1 つ 

亭主 は 六 平と 申し ましてね、 つ いこの ごろまで 藤 堂 さ 

まのお 陸 尺。 つまり あっしら と は 部屋 仲間な ンで ござ 

いますが、 上 州の 叔父て えの が ボック リと 死ねて、 大 

した こと もありませんで しょうが、 ちっとば かりまと 

まった ものが 残ったんで、 スッ パリと 陸 尺の 足 を 洗い、 

ここ を 居ぬ きで 買いと つて 造作 を 入れ、 まァ、 ごらん 

の 通りの 居酒屋 を はじめた ンで、 あっしら は、 まァこ 

うして 熨斗の ついた 暖簾の 一 枚 も 奮発して 景 気をつけ 



「兄貴の いう 通り だ、 さあさあ、 こちらへ。 こちらへ」 

け やさ はんだい 

中間 や 陸 尺 やらが 五 人。 櫸の まあたらしい 飯台 を 

とりまいて 徳利 を はや 三十 本。 小鉢 やら 丼 やら、 とこ 

ろ も 狭に おきなら ベ、 無闇に 景気 をつ けて いる。 

アコ 長 は、 そちらへ 愛想笑い をしながら、 

「ねえ、 とど 助さん、 みさん が 〔# 「みさん が」 は ママ〕 

ああ おっしゃって るから、 お辞儀な しに あっちへ 移ろ 

うじゃありません か」 

「いかにも、 これ もな にかの 因縁。 大慶 至極で ござる。 

そういう ご 趣向なら、 いっそ 表 戸 を しめてし まって、 

朝までと つ くりと やつ てはい かがな もんでしょう」 



きもの。 放ってお くと、 ひとに 知られたくない じぶん 

みそか ごと 

の 密事まで 喋る ような ことにな ろうと かんがえ、 そ 

れで、 思い切って こんな こと を やら かしたん だろうと 

…：- J 

顎十郎 は、 へ へら 笑って、 

「なに をく だらない。 子供が 絵解き をし やしまい し、 

そんな ことぐ らい は 改ま つ て 言う が もの はねえ、 わか 

リ 切った 話 だ」 

ひよ ろ 松 は、 頸へ 手 を やって、 

「あまり 常 式で お 恥ずかし いんです が、 それと いうの 

は、 あなた 方お ふたりが、 加 代 姫が 入って 来たと ころ 



そなたの 真情に 報いる ため。 …… わたしの 恥、 ひいて 

はお 父上の 恥辱。 これ だけ は 死んでも 言うまい と 覚悟 

していた のです が、 つつまずに そなたへ 聞かせよう」 

蘆の 葉が 風に ゆらぐ ように、 ソョと 肩 を そよ がせ、 

I 去年の 春から 父上のお 手 もとに 召し だされた 

さえぐさ かずま こごしょう 

三 枝 数 馬と いう 小 小姓。 いかにも 愛らしく 美しい もの 

だに よって、 ときどき 召しよ せて 香 遊びの 相手な どい 

たさせて いるう ちに、 岩根の 下 ゆく 水、 たがいの 心が 

通うよう になり ました。 …… お 父上 は 文教のお 心 深く、 

諸事 わけても ご 厳格。 このような 始末が お 耳に はいつ 

たら、 数 馬の 生命 はない もの。 今年の 節分の 夜、 いつ 



のなかへ 入って 行く。 

あげ 座敷の 上 框に腰 を かけて いた 藤 波 友衛。 

「いよう、 これ は 仙 波さん、 絶えて 久しい ご 邂逅。 ど 

うです、 駕籠 屋 はもう かります か」 

「どなた かと 思ったら 藤 波 先生。 あいかわ らずー J 勝 健 

の 体で なにより。 それ はそうと、 今度の 件です がね、 

あり や ァ加代 姫が 殺った のではありません。 加 代 姫が 

引きと つてから、 この 『かご や』 へやって 来た やつの 

仕業なん です」 

藤 波 は、 眼 ざし を 鋭く して、 

「相 も かわらず の あなたの 出しゃばり にも 困った もの 



例 も あるでしょう、 突つ ばらずに、 あたしの 言う こと 

を 聴いて ください。 あなたの 鼻 を あかそう の、 あたし 

ち ■ つと-つ 

が これで 功名 をしょう の、 そんな 気 は 毛頭な いんだ か 

ら」 

藤 波 は、 唇 を嚙ん でう つむいて いたが、 

「あたし も 加 代 姫が 殺った と は、 どうも 納得の 行き か 

ねる ところがあって、 先刻から ここで 悩んで いたんで 

す。 …… 加 代 姫が 帰って からこの 『かご や』 にやって 

来た やつが 下手人 だとい う、 あなたの 推察 はいちおう 

うが 

穿った ところが ある。 そこまで はわた しも 気がつき ま 

せんでした。 …… ねえ、 仙 波さん、 あなた、 かつ ぐん 



じゃあり ますまい ね。 あなたが そう おっしゃられる 以 

上、 なに かたし かなお 推察が あっての ことで しょうが」 

「藤 波さん、 よく 折れて くだす つた。 あなたが そんな 

ふうに おっしゃるなら、 あたし も 正直な ところ を 申し 

ます。 …… ここへ 入って 来る まで、 実は、 あたしに も 

なんの 当ても なかった。 ところで、 こうやって 飯台の 

うえ を 眺めて るう ちに、 ここへ やって来て 六 人 を 殺し 

たの はいった い 誰だった か、 はっき リと わかつ たんで 

す」 

「え ッ、 飯台 を 眺めて、 …… やって来 たやつ は 誰かと 

…：- J 
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